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午前10時１分開会

会議に付した案件

○概要説明

総合政策部、商工観光労働部、県土整備部

１．国際航空ネットワークに関する取組につ

いて

２．国際海上ネットワークに関する取組につ

いて

３．海外からの誘客促進等の取組について

○協議事項

１．海外調査について

２．次回委員会について

３．その他

出席委員（11人）

委 員 長 中 野 一 則

副 委 員 長 日 髙 陽 一

委 員 星 原 透

委 員 宮 原 義 久

委 員 後 藤 哲 朗

委 員 二 見 康 之

委 員 田 口 雄 二

委 員 渡 辺 創

委 員 新 見 昌 安

委 員 図 師 博 規

委 員 西 村 賢

欠 席 委 員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

総合政策部

総 合 政 策 部 長 日 隈 俊 郎

総合政策部次長
井 手 義 哉

（政策推進担当）

総合政策部次長
鶴 田 安 彦

（県民生活担当）

総 合 政 策 課 長 松 浦 直 康

総 合 交 通 課 長 小 倉 佳 彦

商工観光労働部

観光経済交流局長 福 嶋 清 美

観 光 推 進 課 長 岩 本 真 一

県土整備部

港 湾 課 長 明 利 浩 久

空港・ポートセールス
有 馬 誠

対 策 監

事務局職員出席者

政策調査課主査 森 田 恵 介

政策調査課副主幹 花 畑 修 一

○中野委員長 それではただいまから海外経済

戦略対策特別委員会を開会いたします。

本日の委員会の日程についてでありますが、

お手元に配付の日程（案）をごらんください。

本日は、総合政策部、商工観光労働部、県土

整備部から、国際航空ネットワーク及び国際海

上ネットワークに関する取り組みや海外からの

誘客促進などの取り組みについて説明をいただ

きます。

その後、海外調査や次回委員会などについて

御協議をいただきたいと思いますが、このよう

な取り進めでよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○中野委員長 それでは、そのように決定いた

します。

では、執行部入室のため、暫時休憩いたしま
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す。

午前10時２分休憩

午前10時３分再開

○中野委員長 委員会を再開いたします。

本日は、総合政策部、商工観光労働部及び県

土整備部に御出席をいただきました。執行部の

皆さんの紹介につきましては、お手元に配付の

出席者配席表にかえさせていただきます。

それでは、概要説明をお願いいたします。

○日隈総合政策部長 おはようございます。総

合政策部長の日隈でございます。よろしくお願

いいたします。

日ごろより、中野委員長を初め、委員の先生

方には、本県の海外戦略を初め、多岐にわたる

国内外の経済情勢に対しまして御指導・御鞭撻

をいただいておりますこと、まことにありがと

うございます。

早速、説明に入りますが、座って御説明させ

ていただきます。

本日は、お配りしております海外経済戦略対

策特別委員会資料の表紙を見ていただきますと、

下のほうに目次がございます。総合政策部から

は、国際航空ネットワークに関する取り組みに

ついて、県土整備部から、国際海上ネットワー

クに関する取り組みについて、そして、商工観

光労働部から、海外からの誘客促進等の取り組

みについて、それぞれ御説明させていただきま

す。

詳細については、各部の担当課長から説明い

たしますので、よろしく御審議のほど、お願い

申し上げます。

私からは以上でございます。

○小倉総合交通課長 総合交通課であります。

委員会資料の１ページ及び２ページをごらん

ください。国際航空ネットワークに関する取り

組みについて御説明させていただきます。

まず、１番、現状と課題であります。

現在、宮崎空港発着の国際定期路線、ソウル

線、台北線、香港線、３路線運航しております

が、いずれの路線も、本県経済活性化、みやざ

きグローバル戦略を推進する上で欠かせない重

要な交通基盤となってございます。

平成28年度でございますが、４月に発生しま

した熊本地震の影響等により、台北線が１便減

便している状態でありますことなどから、利用

者数が対前年比で少し下がりまして、９万3,226

人というふうに若干減少しているという状況で

あります。

各路線の維持・充実を図るためには、インバ

ウンド・アウトバウンド双方向で利用促進に取

り組む必要がありますが、ちなみにということ

で、平成28年度分でありますが、日本人、外国

人のインとアウトの割合をそこに記載させてい

ただいております。おおむねでありますが、ソ

ウル線でいえば２対８、台湾線でいえば３対７、

香港線でいえば１対９というような割合になっ

ているところでございます。

また、新規路線という観点でいいますと、さ

らに訪日需要を取り込むという観点から、イン

バンドチャーターなど、こういった誘致などに

取り組んでいく必要があるというふうに考えて

おります。

その下の表でございますが、国際定期路線の

状況ということで、28年度まで、それから、29

年度につきましては８月までの実績に関しまし

て掲載しております。ソウル線に関しましては、

やはり北朝鮮等の問題なども少し影響してか、

５月、６月が中心ですが、例年より少しその数

字としては悪くなっている状況、台北線に関し
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ましては、３便から２便になっているという影

響もありましてか、非常に好調ということで８

割を超えているような状況であります。香港線

に関しましては、約75パーセントということで、

ここもある程度いい評価ができるところかなと

いうふうに考えております。

引き続きまして、維持・充実の取り組みであ

りますが、平成28年度の取り組み実績でありま

す。

まず、本県のＰＲ・定期路線の利用促進とい

う意味でいいますと、各路線の就航地に対して

の認知度向上、旅行商品の造成支援などをやっ

ておりまして、例えば、航空会社や航空機内誌

の編集者等の招請ですとか、あと、旅行会社招

請、メディアプロモーションという意味でいい

ますと、現地メディア・ブロガー等の招請、旅

行博への出展などを実施しているところであり

ます。

２ページに行っていただきまして、県民への

路線ＰＲや利用促進という点でありますと、ア

ウト対策という意味でありますけれども、旅行

商品割引等によって利用促進を図っているとい

うところであります。

それから、県民への海外渡航支援という点で

すと、平成28年度は下にございます４つの支援

を実施しております。ビジネスサポート支援、

グローバル人材、これは修学旅行等に対する支

援です。それから、グループ交流促進、パスポ

ート取得、グループ交流とパスポートに関しま

しては、昨年度の補正予算以降で実施している

というものでございます。

それから、県民へのＰＲという意味では、各

種メディア・イベント等を活用しておりまして、

テレビＣＭ、それから市内を運行していますラッ

ピングのバスですとか、それから新聞広告、こ

ういったところでＰＲをしていると、それから、

大型商業施設や祭り会場などにおいて、いろい

ろなイベントを活用しながらＰＲを実施してい

るというところでございます。

それから、要望活動でありますが、定期路線

を運航している航空会社、就航地の旅行会社に

対し、維持・充実についての要望活動等を実施

しておりまして、昨年度も、宮崎―ソウル線の

冬期増便についても要望をしていたところであ

りまして、それが実現していったというところ

であります。

それから、新規路線に関しましては特にそう

ですけれども、インバウンドチャーター便等の

要望活動という意味ですと、中国やタイ、こう

いったところをターゲットにしましての情報収

集やセールスを実施したというところでありま

す。

29年度につきましては、まず、先ほど申し上

げましたグループ交流促進、パスポート取得支

援、こういったところで少し拡大をしておりま

して、グループ交流促進支援でいえば、グルー

プの人数が５名以上から、４名以上のグループ

であれば、この補助が受けられるというような

形で、使いやすいように改善をしております。

また、パスポート取得に関しましても、往復

だけではなくて、宮崎空港から片道で行く場合、

こういったものも対象にして少し利用しやすく

しているというところであります。

また、台湾に関しましては、減便対策として

非常に重要なところであります。県民のアウト

利用、それからインバウンド、引き続き利用促

進を図っていく必要があると思いますが、来年

１月に、台北線の利用促進を図るために、航空

会社等と連携しながらＰＲイベントを実施しよ

うというふうに考えておりまして、中身は、今
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現在、企画コンペで今後検討しようというとこ

ろでありますけれども、何らかのコンサート、

それから台湾の文化を絡めたイベントを実施し

ていくというふうに予定をしております。

また、これはタイムリーなお話でありますが、

今年度もソウル線の冬期増便が実現することと

なりまして、ことしは、昨年度の週４便に加え

て、さらにプラス１便の週５便の増便という形

になりまして、月曜日と土曜日分を平成29年12

月から来年３月まで増便するという形になった

ところでございます。

説明としては以上であります。

○明利港湾課長 港湾課でございます。

国際海上ネットワークに関する取り組みにつ

いて御説明いたします。

資料の３ページをお開きください。

１の現状と課題であります。

本県の港湾で取り扱われる貨物は、主に県内

に立地する企業等の生産活動や製品出荷のため、

輸入では、金属鉱や木材チップ等の原材料や石

炭等の燃料等があります。輸出では、原木や合

成樹脂、化学薬品などの工業製品があります。

重要港湾におきます輸出入取扱貨物量ですが、

右の４ページ上段の図１をごらんください。こ

れは、ばら貨物とコンテナ貨物の合計になりま

すが、平成12年以降、年間おおむね280万トン前

後で推移しておりましたが、昨年の平成28年は

約243万トンと減少しております。これは、主な

輸入貨物であります金属鉱が原産国の輸出制限

により減少したことが大きな要因であります。

次に、コンテナ貨物につきましては、同じく

４ページ中段の図２をごらんください。県全体

で平成27年の取扱量は、３万9,839ＴＥＵと順調

に増加しまして過去最大となっておりましたが、

昨年の28年は３万6,883ＴＥＵに減少しておりま

す。

なお、この「ＴＥＵ」といいますのは、３ペ

ージ、（１）の⑤の下に米印で記載しております

けれども、コンテナ貨物をカウントする際に、

コンテナの大きさにより換算する単位でござい

まして、20フィートコンテナ１個を１ＴＥＵと

しまして、40フィートコンテナですと１個が２

ＴＥＵというふうに換算をしております。

課題としましては、近年の船舶の大型化に対

応した施設の整備など、港湾におけるニーズの

多様化を的確に捉えた物流機能の強化が必要と

なるとともに、本県港湾の地理的優位性を利用

促進に生かすためにも、高速道路網の整備に伴

い拡大する背後圏での集荷が必要と考えており

ます。

次に、（２）のコンテナ航路について御説明し

ます。

４ページの下段、表１をごらんください。

定期コンテナ船は、細島港におきまして、現

在、韓国航路が週４便、中国航路が週１便、神

戸フィーダー航路が週２便の計７便、油津港に

おきましては、韓国航路が週１便、神戸フィー

ダー航路が週１便の計２便就航しておりまして、

東アジアの主要国であります中国及び韓国を初

め、世界各国との貿易に利用されております。

課題としましては、コンテナ業界におきまし

て、平成27年以降、世界的なコンテナ船社の経

営状況の悪化等によりまして、船社のグループ

を超えた再編や統廃合が続いており、本県に寄

港している韓国船社においても航路の見直し等

が進められている状況でございます。

この流れを受けまして、貨物量の減少もあり

まして、油津港に寄港しておりました南星海運

の韓国航路が来月から寄港を休止することとな

りました。
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このような航路の再編・見直しや使用船舶の

大型化による経営の効率化は今後も進むと予想

されますことから、既存航路の維持・充実のた

めに、さらなる集荷に向けたポートセールスや

機能の強化が必要となってきております。

次に、（３）のクルーズ船対応についてです。

港湾におけるクルーズ船受け入れのための施

設整備につきましては、油津港におきまして、

平成27年に、16万トン級クルーズ船の受け入れ

に対応した係船柱や防舷材の整備を行いました。

その結果、寄港回数は順調に伸びておりまして、

昨年は、宮崎港や細島港も含めました重要港湾

全体で計30回の入港を数えております。そのう

ち、外国船のクルーズ船の受け入れは21回となっ

ております。

今年度は、現在、世界最大級の22万トン級ク

ルーズ船の受け入れに対応することとしまして、

油津港におきまして、防舷材と係船柱の設置工

事を現在施工中でございます。

課題としましては、現在の本県のクルーズ船

の寄港は、比較的小型な船形のクルーズ船も含

めまして、油津港に集中しておりますが、利用

する岸壁は、大型の貨物船や定期コンテナ船等

の共用であるために、クルーズ船の受け入れに

は、曜日や着岸時間等の制限によって限界があ

るところでございます。そのため、クルーズ船

社に対しまして、寄港する船舶の大きさに応じ

て、細島港や宮崎港も含めた誘致を行うことで

県全体における入港回数をふやし、バランスの

よい受け入れを行うような提案が必要だと考え

ております。

次に、（４）のヒアリ対策についてです。

お手元の資料は９月11日現在ですが、その後、

２件の事例報告がございまして、25日現在、全

国で19事例のヒアリ確認が報告されております。

港湾は、これまでも、文字どおり、水際対策

としましてさまざまな防疫体制をとってきてお

ります。ヒアリ対策につきましては、港湾事業

者への周知を初め、細島港と油津港において、

国交省や環境省と連携を図りながら、日常的な

目視点検やトラップ設置等の対応を行ってきて

おりまして、現在のところ、県内での確認は報

告されておりません。今後も、国と連携して必

要な対応を継続していくこととなります。

続きまして、５ページをお開きください。

２の港湾の利用促進及び航路の維持・充実に

向けた取り組みについてであります。

（１）港湾機能の強化における港の利便性の

向上としまして、重要港湾各港におきます主な

整備状況等を御説明いたします。

細島港におきましては、一昨年６月に、白浜

地区において国際物流ターミナルが供用を開始

いたしました。

さらに、貨物船の大型化や用地不足に対応す

るため、まだ未施工となっております白浜地区

の岸壁や、昨年２月に港湾計画を改定して位置

づけました工業地区の水深15メートル岸壁及び

工業用地造成等の早期事業化を図ることとして

おります。

宮崎港におきましては、航路埋塞対策として、

一ツ葉地区に砂の流入を防ぐ防砂堤を整備する

こととして、今年度より事業着手し、現在、基

本設計等を行っているところでございます。

油津港におきましては、既存の東地区10号岸

壁におきまして、耐震機能を持たせた改良工事

に、昨年度より現地に着手しておりまして、現

在、工事を進めているところでございます。

また、22万トン級クルーズ船の受け入れ対策

としまして、先ほど御説明しました係船柱と防

舷材の設置工事に今年度着手しており、年内の
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完成を目指しております。

最後に、（２）県内港湾の利用に向けた貨物集

荷の促進についてであります。

まず、ポートセールス活動の実施につきまし

ては、宮崎県ポートセールス協議会を主体とし

まして、官民が連携して港湾セミナーや荷主・

港運業者等への企業訪問等を実施しており、本

県港湾の特性や港湾機能及び高速道路のネット

ワークの充実、それから助成制度等をＰＲする

ことによりまして、貨物の集荷に努めておりま

す。

実績としましては、昨年度は、港湾セミナー

を東京と宮崎市で開催しております。今年度は、

８月に日向市で開催しまして、76団体159名の方

の参加がございました。11月には、主に県外企

業等を対象としましたセミナーを東京で開催す

る予定です。

企業訪問の実績につきましては、昨年度、延

べ120回となっております。

次に、助成制度の実施についてであります。

貨物の集荷を図るため、荷主企業や運送事業

者に対し、新規・増加貨物を対象にした輸送費

の補助を行います宮崎県物流競争力強化事業を

総合交通課において行っております。

例としましては、貨物の増加量に応じまし

て、40フィートコンテナ当たり１万円を補助し

ておりまして、平成28年度の実績で、補助件数

は31件、うち輸出入で14件となっております。

説明は以上であります。

○岩本観光推進課長 それでは、資料の７ペー

ジをごらんください。

観光推進課からは、海外からの誘客促進等の

取り組みについて御説明をいたします。

まず、１の観光誘客の推進についてでありま

す。

（１）の現状と課題でありますが、平成28年

の訪日外国人延べ宿泊者数は、熊本地震の影響

で一時的に落ち込みましたものの、九州ふっこ

う割の実施や旺盛なインバウンド事業に支えら

れまして、前年を上回る24万5,180人と、過去最

高を記録いたしました。引き続き、国際定期便

のある韓国、台湾、香港を中心に、本県の認知

度向上対策等を行いますとともに、2019年のラ

グビーワールドカップ、2020年の東京オリンピッ

ク・パラリンピックにおきまして、欧米を初め

とする国々からの誘客促進にも取り組む必要が

ございます。

また、外国クルーズ船の寄港につきましては、

平成27年度に行いました客船の大型化に対応し

た油津港の整備や地元市町と連携した誘致セー

ルス等によりまして、過去最多の21回の寄港と

なりました。

今後とも、県土整備部や地元市町などと連携

しながら、さらなるクルーズ船の誘致に取り組

んでまいりたいと考えております。

次に、（２）の誘客促進の取り組みについてで

すが、①のターゲットを明確にした情報発信と

誘客促進の取り組みといたしまして、国際定期

便が就航します市場をターゲットに、新たな観

光素材の磨き上げや、海外の旅行会社やメディ

ア、ブロガー等に対するプロモーションの実施

を行いますとともに、中国を初め、成長が著し

い東アジアのクルーズ船需要を取り込むために、

クルーズ船社へのセールス強化にも取り組むこ

ととしております。

次に、②の東京オリンピック・パラリンピッ

ク、ラグビーワールドカップを契機とした誘客

促進としましては、１つ目に、東京都と連携し

たホストタウン登録国のドイツからのメディア

の招請、次に、代表チームの事前キャンプ受け
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入れが決定した国に対します情報発信の強化、

そして最後に、新宿みやざき館ＫＯＮＮＥのリ

ニューアルによります情報発信機能の強化と、

食や物産、観光等の魅力発信に取り組むことと

しております。

③の広域連携による個人旅行者向けの誘客促

進としましては、今年度は、南九州３県で連携

しました台湾・香港向けのメディアプロモー

ション事業や、北九州市や大分県など、東九州

自動車道沿線自治体と連携した周遊ルートの韓

国向けＰＲに取り組むこととしております。

次のページをごらんください。

④の受け入れ環境の整備といたしましては、

外国人のニーズを的確に把握するためのアンケ

ート調査、次に、外国人を受け入れる観光従事

者等の人材育成、あるいは、観光情報の多言語

化やＷｉ―Ｆｉ環境の整備の促進などに取り組

むこととしております。

次に、２のみやざきＭＩＣＥの確立について

です。

（１）の現状と課題ですが、ＭＩＣＥの開催

は多額の消費を伴い、観光振興や地域経済の活

性化に大きな効果が見込まれますことから、誘

致活動に積極的に取り組んでいるところでござ

いますけれども、近年、全国各地で大型ＭＩＣ

Ｅ施設の整備が進むなど、地域間競争が激化し

ております。このため、ＭＩＣＥメニューの充

実や、本県の強みであります農林業や環境分野

に関する誘致活動を組織的・戦略的に進めるな

ど、本県ならではのＭＩＣＥ誘致に取り組む必

要があると考えております。

また、下の表にありますとおり、平成28年度

は、グローバルＭＩＣＥの件数が11件と伸び悩

んでおりますが、平成30年５月に、アジア初開

催で延べ参加人数約6,000人の大規模国際会議で

ありますＬＲＥＣ、これは、言語資源と評価に

関する国際会議ということですが、これの開催

が決定をいたしております。

次に、（２）の今後の取り組みについてでござ

います。

①のＭＩＣＥの誘致促進の取り組みといたし

ましては、国際定期便のある韓国、台湾、香港

を主なターゲットにした海外の商談会への参加

やキーパーソンの招請、次に、昨年度から手厚

くしました支援制度を活用しまして、大規模な

国際会議や海外インセンティブツアーの誘致の

強化を図ります。そしてまた、さらに、専門分

野に影響力のある大学教授など、５名のＭＩＣ

Ｅアンバサダーの活用を行いますほか、アンバ

サダーの増員によりまして、ＭＩＣＥ開催地と

しての認知度向上などに取り組んでまいりたい

と考えております。

最後に、②のオールみやざきでの受け入れ体

制強化としまして、本県の強みであります農林

業、環境分野の産業視察メニューの追加につき

まして、地元企業や大学等と連携して取り組み

ますとともに、歴史的建造物等を会議やレセプ

トションの会場にして、特別感や地域特性を演

出するユニークベニューの開発に取り組むなど、

ＭＩＣＥメニューの充実を図ってまいりたいと

考えております。

観光推進課からの説明は以上でございます。

○中野委員長 ありがとうございました。

執行部の説明が終わりました。

御意見、質疑がございましたら、発言をお願

いいたします。

○二見委員 １件ちょっと確認なんですけれど

も、２ページの（２）平成29年度の新たな取り

組みと実績ということで、たしか、前の勉強会

のときに、この事業についての説明を受けたと
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思うんですけれども、今、８月31日現在で、グ

ループ交流促進とかパスポート取得支援という

のでこれだけの実績が出ているということなん

ですけれども、これはたしか、予算が執行し終

わったら終わりというような話だったかなと思

うんですけれども、予算の執行割合については

どんな状況なんですか。

○小倉総合交通課長 確かに、今、委員おっ

しゃったように、予算の範囲内で支援をすると

いう形になってございまして、実際、今、パス

ポート取得支援のほうが、実は予算を結構オー

バーするかもしれないという状況で、結構引き

合いがあるというような状況でございまして、

我々としても、もちろん限界はあるんですけれ

ども、なるべく予算の範囲内で調整しながら、

どこに重点があるのかということを見きわめな

がら、予算の配分を少し考えていきたいなとい

うふうには考えているところであります。

○二見委員 もう一方のグループ交流促進のほ

うはいかがなんですか。

○小倉総合交通課長 グループ交流のほうは、

かつてから例年続けていた支援の中身ではある

んですけれども、今年度、金額に関しましては、

執行率としては現時点で大体半分ですので、期

間で約半年ですので、おおむね順調に来ている

というようなところかなと思います。

○二見委員 まだパスポートのほうが若干多く

の利用者がいるということなんですけれども、

これって場合によっては補正増額というのがあ

り得るかもしれないのか、それは現段階でまだ

検討されていないのであればあれでしょうけれ

ども、そういうのも可能性としてはあるのか。

予算がなくなったので仕方がないという見方も

あるんでしょうが、これだけ広報してパスポー

ト取得というものをどれだけふやそうという目

標・ターゲットもあったでしょうし、あとは、

早く行った人たちはよくて、後から来た人たち

が間に合わなかったというのも、仕方ないと言

えばそれまでなんですが、県民的には納得しが

たい感情的なものもあると思うので、そういっ

たところにはどのように対応されていくお考え

なんでしょうか。

○小倉総合交通課長 先生がおっしゃったよう

に、後から来た人が非常に不便というか、不公

平にならないようにということも非常に大事か

なと思います。４つ支援がございますので、ほ

かの予算の執行状況なども見きわめながら、パ

スポートに寄せることができるかどうかを含め

て検討していきたいなというふうには思ってお

りますけれども、今後も冬期でまた増便なども

ありますし、そこの時点で非常にまだまだ人気

があるなというところもあれば、少しお金の積

み増しというところも検討しなきゃならないか

なというふうには感じておるところであります

が、ちょっとまだそこは状況を見きわめながら

検討していきたいなと思います。

○二見委員 最後にもう１点、これはわかれば

ですけれども、県内のパスポートを取得してい

る人の数というのはわかるんですか。

○小倉総合交通課長 平成28年12月31日現在で

すので、昨年末時点ですが、県内に在住されて

いるかどうかはちょっとわかりません。恐らく、

パスポートの登録とは、宮崎県で発行されたか

どうかという数ですけれども、13万2,427件でご

ざいます。

○二見委員 ありがとうございました。

○図師委員 １ページ、２ページなんですが、

インバウンド・アウトバウンド双方の対策とい

うことで、この数字を見る限りも、アウトバウ

ンドにいかに力を入れていくかというのが今後
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の課題だろうとは思うんですけれども、インバ

ウンドの対策として、向こうのマスメディアと

かブロガーを使った宣伝広告はされているとこ

ろなんですが、逆に、宮崎県民向けのいろんな

マスメディアを使ったりとか、宣伝広告という

のは積極的に打たれている経緯があるんですか。

○小倉総合交通課長 マスメディアという点で

いいますと、昨年度も、県内の放送局などに、

実際に現地へ行っていただいて少し番組制作な

ど、メディアへの露出ということも意識しなが

ら昨年度もやっていたところでありますし、今

年度に関しましても、今後の取り組みでありま

すけれども、例えば、特に香港線などがまだ県

内では認知度が低くて、この数字にもあらわれ

ているとおり、まだ１割にも満たないというと

ころもございますので、そのあたりも含めて、

露出を昨年度までもやっておりましたが、今後

も引き続きやっていきたいなというふうに思っ

ております。

○図師委員 ターゲットをどこに絞るかといい

ますか、年代層とか、女性とか、そういうとこ

ろに絞った宣伝の打ち方とか、マスコミとの連

携というのも必要だろうなとは思います。

あと、続けてもう１つ、２ページの④には、

中国やタイをターゲットに、新たな航空路線の

開拓を行われているというところなんですが、

今、手応えを感じていらっしゃるところ、路線

等があれば教えてください。

○小倉総合交通課長 手応えという点でいいま

すと、具体的に路線につながるようなものが何

か現時点であるかというと、今のところはない

なというところが印象だと思います。

実は、昨年度も、私は直接行っていないんで

すけれども、タイのほうに行ってまいりまして、

路線誘致など、旅行会社にセールスなどもして

いたところですが、やはり地震の関係などもあっ

てチャーターなどが実現しなかったという経緯

もあります。

実際、中国やタイなど、いろいろと現地の事

務所なども使いながらやっているところであり

ますけれども、現時点では、今のところいい感

触があるかというと、ちょっと今はまだないか

なというところがあると思います。

○図師委員 思ったのは、ソウル便が冬の間に

増便されることが決まったようなんですが、こ

れは恐らくゴルフの方々のニーズに応えるとい

う内容だと思うんですけれども、ターゲットと

しては、例えば、日本よりも以北といいますか、

北をターゲットにして、寒いところの国からこ

ちらに来てもらうとか、実は、大連に何度か入っ

ているんですが、大連のほうには日本に、特に

宮崎に、特にゴルフにというニーズはかなりあ

ると。ただ、事務所もないし、宮崎の「み」の

字もわからない、情報がほとんどないというこ

とです。ですから、どういう方をどこに誘致す

るというところまでモデルをつくられて、ただ

「宮崎に来てください」だけではなくて、そう

いう商品をきっちりつくり込まれてからセール

スをされたほうが誘致にもつながりやすいんだ

ろうなと思いますが、そういうお考えはないで

すか。

○小倉総合交通課長 委員おっしゃったように、

大連など、中国の北のほう、新潟などではハル

ビンなどにも路線があるようですけれども、こ

ういったところはなかなか未開拓なところもあ

りまして、冬期にこちらでゴルフをやる等のニ

ーズを把握しながら、そういったところでも戦

略的にターゲットに行くというところも必要だ

と思います。

そういう意味では、北京なども、今、実際、
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接触など、コンタクトもしながら、そういう旅

行商品なども考えられるというような話も聞い

ておりますので、現地になくて宮崎でできるも

の、そういったものが何かということもこちら

でよくよくアピールしながら、そういったとこ

ろも含めてちょっと対応していきたいなと思い

ます。

○図師委員 他県の上書きは大変なんですよ。

特に、隣県がやっている路線の上書きというの

は非常に大変だと思いますので、できれば、新

路線というのは他県と競合しない、また、新た

なところだからこそチャンスがあるというふう

に捉えられて、どんどん新規路線のほうの開拓

には努力していただきたいと思います。

○田口委員 まず初めに、22万トン級のクルー

ズ船対応というのが出ておりますが、九州内で

は22万トンが対応できる港はもうあるんでしょ

うか。

○明利港湾課長 現在で対応できるのは、九州

では八代港だけになります。

ただ、八代港も、現在、ガントリークレーン

等の整備を今年度から始めるということで、日

程の調整が出てくるというふうに聞いておりま

す。

ただ、32年度からは、八代港については常時

係船ができるというような整備も新たに行って

いると聞いております。

それから、来年度以降に可能になるところが

博多港、それから長崎港と沖縄になりますので、

油津も含めて、現在、来年度以降になりますけ

れども、４港、沖縄を入れて５港ということに

なります。

○田口委員 22万トン級というのは、恐らく想

像するに、多分、中国人が中心の観光客だと思

いますが、油津港の22隻、細島港７隻、宮崎港

１隻、この中の各港ごとの中国人が中心の船は

何隻だったのか教えていただきたいんですが。

例えば、油津港の22隻のうちの何隻が中国人観

光客中心であったのかということです。ほかに、

国別にわかれば、もっとありがたいんですが。

もしわからなければ、後でもいいんですけれ

ども。

○明利港湾課長 ちょっと今調べますので、後

で御報告します。

○中野委員長 それなら、その他で。

○田口委員 なぜそれを聞きたいかというと、

つい数日前の記事で、ちょっと詳しく中までは

見なかったんですが、中国が日本旅行の規制を

始めるというような記事を見ました。中国に偏

り過ぎると非常に心配だなというのは、今、韓

国がいい例で、ＴＨＡＡＤだったかな、あれを

入れたことによって、今、中国からの観光客が

激減していると。そういう意味では、余り１つ

の国に頼り過ぎると、特にチャイナリスクとい

うのは非常に今後も心配なので、一気にがらり

と変わってしまう可能性がありますので、例え

ば、アメリカとか、もっと多角化というか、い

ろんな多方面にも広げたほうがそういうリスク

が減るんではないかと思うんですけれども、そ

ういう取り組みは現在どうなっているのかお伺

いします。

○岩本観光推進課長 クルーズ船は、確かに、

上海等を起点として中国の乗船客も多いと思う

んですけれども、全体の観光客の割合でいきま

すと、中国は本県への入国、観光客としては少

ない、韓国・中国・香港・台湾の中では一番少

なくなっております。

例えば、これは延べ宿泊者数でいきますと、

平成28年度で全体が24万5,180人と先ほど申し上

げましたけれども、韓国が一番多くて９万1,120
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人、そして、次いで香港が５万530人、次いで台

湾が５万30人、そして中国が9,270人という数字

になっております。

ですから、まずは、私どもとしましては、定

期航空路線の今飛んでいます国と地域から誘客

を図るというのがありますし、それとあわせて、

中国ももちろんそうなんですけれども、あとは

ＡＳＥＡＮとか、定期路線以外のところからも、

福岡とかそういう拠点空港を経由しての誘客を

取り組んでいるところであります。

○田口委員 やっぱり非常に心配なのは、先ほ

ど言ったチャイナリスクというのが、国と国と

の関係で何か１つこじれると一気にがらっと変

わってしまう部分がありますので、そういう意

味では、県内の観光業者の皆さんのためにも、

いろんな多方面とのつき合いを広げていただけ

たらと思っております。

次ですが、例えば、先ほどの22万トンクラス

になると、どれぐらいのお客さんが大体想定さ

れるのか、バスにすると何十台になるのかわか

りませんが、それに向けての県内の対応はもう

既に何か考えて準備をされようとしているのか、

その部分をお伺いいたします。

○岩本観光推進課長 22万トン級の大型船なん

ですが、船によって乗客定員は若干異なると思

いますが、オアシス・オブ・ザ・シーズという

船がございます。この船の場合は乗客定員

が5,400人ということで、今、油津港に就航して

おります16万トン級の一番大きい船が4,800人程

度ではなかったかと思いますけれども、500人近

く乗客を多く運んでこられるということで、非

常に経済効果も大きいというふうに考えており

ます。

先ほど、港湾課長のほうからも説明がありま

したように、今、九州で寄港可能な港というの

が八代港だけと、あと福岡とか、そちらのほう

も将来的には寄港可能になるということですが、

太平洋側におきましては、油津港以外は、次、

高知、広島という形になりまして、近くに22万

トン級の船が寄港できる港がないということで、

もし誘致ができれば、油津港に寄っていただけ

る効果は非常に確率的に高いのではないかなと

いうことで、そのあたりは八代港あたりとも、

隣県との連携した誘致活動とかいったことも取

り組んでいけたらなと思っているところでござ

います。

○田口委員 ありがとうございます。

先ほど、宿泊では、中国から来た人は少ない

ということでしたけれども、クルーズ船の人は

泊まらないので、来航者としては非常に多いと

思いますから、先ほど言ったようないろんなと

ころと、かなり偏ったところにならないように、

一国に偏り過ぎると非常に心配な部分がありま

すので、よろしくお願いします。

それと、次、いいですか。

○中野委員長 はい、どうぞ。

○田口委員 今度は、港湾の出荷の関係ですが、

ちょっとこれは情報として私が知っておきたい

ものですから、まず、最近ありがたい話で、日

機装とキャノンという２つの大きな会社が県内

に立地してくれることが決まりまして、今、既

に進んでおりますけれども、日機装とキャノン

は港湾から出荷とか、そういうものは期待でき

るんでしょうか。現在までのキャノンはどうだっ

たのか、今後、日機装はそういうものが期待で

きるのか、もしわかれば教えてください。

○有馬空港・ポートセールス対策監 日機装に

ついてでございますけれども、工場のほうを稼

働に向けて準備中ということで、宮崎のほうに

事務所が建ったときにお伺いしまして、今言わ
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れた物流についてもお話をちょっとお伺いした

ところです。物流については今から検討中とい

うことなんですけれども、まずは航空部品のカ

スケードですね、逆噴射に係る炭素繊維、そこ

を中心にまずはスタートさせるということをお

聞きしております。

会社のほうからお聞きしたときには、荷物に

ついては工場引き渡しということで、物流に関

しては、工場へ買い主さんに取りにきてもらう

ということでお聞きしたところでございます。

ただ、まだスタートしたばかりということで、

私どもとしては、今後とも情報収集に努めてい

きたいというふうに考えております。

キャノンにつきましても、今度、高鍋に進出

ということで、本社も含めまして、いろいろ物

流等についてポートセールスということで改め

てお話をお伺いするということで今は考えてお

ります。

○田口委員 今のお話ですと、現在、キャノン

は木城町にあるわけですが、じゃあ、今の港湾

を利用しているという実績はないということで

いいんですか。

○有馬空港・ポートセールス対策監 キャノン

につきまして、いわゆる大口の荷物ということ

では、私どもとしてはまだ確認していないとこ

ろでございます。

○田口委員 わかりました。非常に大型工場が

来て、そういう意味では、物流という面では船

舶は非常にモーダルシフトの１つで安くできま

すので、ぜひとも今後も進めていただきたいと

思います。よろしくお願いいたします。

○西村委員 ２点ほどお願いします。

先ほど、図師委員のほうも国際航空の話をさ

れましたけれども、日本人側が少ない理由の一

つとして、航空便の時間帯があると思うんです。

こちらから夕方に飛び立って、向こうに夜着い

てしまう便が台湾方面、そして香港はそうなの

で、実際、私も使うときには、朝から福岡経由

で行ったほうが全然早く、その１日を有意義に

使えるということがあるんですけれども、この

時間帯ということは、当然、向こうから来られ

る人たちのためには非常にいい時間帯だと思う

んですが、これを例えば増便する際には、こち

ら側から都合がいい時間ということは、どのタ

イミングで話をされるのかとか、例えば、向こ

うから「もっと日本人客来てくれ」と言われた

ときだったら、この時間をもうちょっと変えて

くれという話をされるのか、そのあたりという

のはどうなっているんでしょうか。

○小倉総合交通課長 基本的に、各航空会社の

ダイヤに関しましては、基幹空港における、要

するに、台北でいえば桃園空港などにおけるス

ポットがどこでとれるかどうかというところに

も大きくかかわってくると思います。もちろん、

そこは需要に応じて、もしくは機材に応じて、

とれるスポットというのはまた桃園側で変わっ

てくるかと思いますが、非常に混雑している空

港の中で、例えば、昼間の非常にいい時間帯に

とれるかというのは、我々のほうから航空会社

に「この時間帯にしてくれ」というところは、

多分、今までもあんまりそういう交渉という感

じで言ってきているところではないんですけれ

ども、航空会社が基本的に経営の中で決めると

いうところでありますけれども、我々のほうも

ビジネスなどで利用している機会も多くござい

ますので、なるべくインとアウト、もちろんバ

ランスがいいように、そういったところも要望

としては我々のほうから言っていきたいなとい

うふうには思っているところであります。

○西村委員 わかりました。なかなか難しい問
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題だとは思いますけれども、引き続きお願いし

ます。

もう１点、先ほど田口委員が言った海上輸送

の件で、数年前に、宮崎県と日向市で45フィー

トコンテナの実証実験的なものをやられて、細

島港周辺はたしか特区とかをとって、それが走

れるようにとかという、県もそれなりに投資を

して環境整備をしたと思うんですが、その後、

特殊コンテナの利用状況はどうなっているんで

しょうか。

○明利港湾課長 45フィートの取り扱いについ

てですけれども、今、委員のほうからもお話が

ありましたように、当時は、細島港が特区とい

うことで、細島港を利用する45フィートコンテ

ナについては、宮崎県内での利用というのが特

別に認められていたんですが、そのときに、た

しか９港だったと思いますけれども、太陽光パ

ネル関係で使った実績がございます。その後、

規制緩和がございまして、特区をとらなくても

利用できるということで、本県における特区の

メリットがなくなったということと、やっぱり

国内での利用港数が少ないということで、コン

テナ船での取り扱いに非常に時間がかかるとい

うこともあって、地方の港湾におきましては、

企業のほうが45フィートの使用についてそれほ

どメリットを感じていない。そういうことで、

それ以降の利用実績はございません。

○西村委員 ありがとうございました。

○星原委員 きょう、航空、海上、そして誘客

ということで、それぞれ取り組みをされてきて

いるんですが、多分、10年来、いろんなやり方、

取り組みの方法はされてきていると思うんです

けれども、私が思うのは、航空でいえば、航空

会社とか旅行者の対応だけしてきているような

感じに見えるんですよね。あの辺は、予算を上

げれば幾らでも、予算に応じていろいろやるわ

けですから、今、本県のこういう海外向けの事

業予算というのは、10年前と比べてふえてきて

いるのか、横で同じような形で来ているものな

のか、その辺はどう捉えたらいいんですか。

○岩本観光推進課長 観光客の動向でいきます

と、先ほどの県内の旅行者の延べ宿泊者数の推

移で申し上げますと、先ほども御説明しました

とおり、毎年順調に増加をしている状況でござ

います。（「予算」と呼ぶ者あり）申しわけござ

いません。失礼いたしました。予算のほうでご

ざいますが、観光の予算につきましては、とき

どきのいろんな、特に海外対応等につきまして

は、国を挙げての訪日客誘客ということで取り

組んでいるところでございますけれども、誘客

関係の予算・取り組みがふえてまいりまして、

そういった中で、選択と集中を図って対応して

いるところでございます。

全体としましては、所定の効果があるものを

選択しながらという形でやっております。

組織体制はもう異なっておりますけれども、

観光・リゾート課の当初予算の金額でございま

す。平成19年が当初予算で８億3,200万円、平成29

年度の観光推進課の当初予算が７億6,600万円と

いうことになっております。

○星原委員 なぜそれを聞いたかというのは、

結局、本当に海外に向けて、宮崎県だけじゃな

く、九州各県あるいは全国がそれぞれ海外に向

けていろんな取り組みをしているわけですよね。

そういう流れの中で、じゃあ、宮崎県はどうい

うふうな形で海外との経済交流から、文化・ス

ポーツ交流から、いろんな事業をやっていく上

で、どういうふうにしたら他県との差別化がで

きるかとか、あるいは予算の配分の仕方とか、

そういうものを考えていかないと、ただこうい
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う事業をやっています、あるいは観光客がふえ

ましたとか、減りましたとか、そういう問題じゃ

なくて、これから海外に向けてはどこも同じよ

うな取り組みをしていく中で、宮崎県の特徴と

して何をしていったのか。じゃあ、誘客をする

んだったら、観光ルートだったらどういうとこ

ろを見せたらいいのかどうか、見せるところが

あるのかどうか。あるいは、食べる物だったら、

こういう場所でこういう形の物が食べられます

よとか、そういうことをやっていけるのかどう

か。逆に、今度、こっちからアウトの人たちに

は、どうやって、そうやって出ていってもらう

ための作戦を考えておられるのかどうか。だか

ら、要するに、かけている費用と効果がどうい

うふうに出ているのかというのを追求していか

ないと、毎年同じような形のことで、ふえたり

減ったりすることで一喜一憂しているんじゃな

いかなと。そうじゃなくて、10年前とは、こう

いうことをやったおかげでこういう効果が出て

いるんだ、あるいは、こういう予算をつければ

こういうふうになっていくんだ、そういうもの

を見つけていかないと、本来の国際交流という

か、グローバル社会の中で、宮崎県が打ち出し

ていくものの何をどういうふうにしたらという

ことが見えてこないと、本当にどうなのかなと、

私はその辺を危惧しているんです。

もう今までは今まででしょうから、これから

のこういう海外戦略、我々も委員会としてもこ

ういう調査委員会をつくっているのは、そうい

うところを目指してどういうふうにしていった

ら、よりほかの県と差別化ができるものが見つ

かるかなという面もありますよね。だから、経

済分野、あるいはスポーツ・文化分野、あるい

は、これから日本は人口減少の中で、雇用の面

で、どちらかといえば東南アジアあたりとつき

合うことで、雇用もそういう方々を迎えなくちゃ

いけない時代になってくるんじゃないかなと。

そういうこと等を想定したときに、じゃあ、

今のやり方の方法だけで本当にいいのかどうか

ということあたりをやっぱり考えながら、前年

度の予算の使い方がどうだったのか、今までの

使い方がどうだったのかから、じゃあ、これか

ら今までと違うこういう課題が出てきたので、

こういうふうにせんといかんとかというのを探

していかないと、全然前に進まないんじゃない

かなという強い思いがあるんですが、その辺の

取り組み、今後に向けての考え方というのは、

過去５年なら５年の状況から見てどういうふう

に捉えていらっしゃるのか、その辺は、この委

員会として我々はどう判断したらいいんですか

ね。

○日隈総合政策部長 星原委員のおっしゃると

おり、５年、10年スパンで見ていきますと、確

実に国際化・グローバル化は進んでおります。

私どもの部としては、まずは空のほうを担当

させていただいていますけれども、これだけ定

期便もふえてくる。今、来年度予算に向けて、

ちょうどまた予算の検討もしているんですが、

確実にふえるということは、その分、予算の確

保もしなくちゃいけないということにもなりま

すし、どっちが先かということはありますけれ

ども、とにかくインバウンド対策、しっかり外

貨を稼ぐという意味では航路定期便を確保して

いきたい。中には、ＬＣＣ、国内便も、今度は※

スカイネットが開設しました。国際便について

も、今後、ＬＣＣの動きも出てくると思います。

できるだけ海外からたくさんお客さんを呼び込

んで、ここにお金を落としていただくという対

策を講じていきたいと思っていますので、これ

※15ページに訂正発言あり
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はグローバル戦略として、また、物を売ってい

くということ、人の交流を含めてやっていくと

いうことは、当然、そういう方向で予算づけも

動機として持って取り組んでいくということに

なります。

また、委員会のほうでも、また海外視察もい

ただいて、御意見も頂戴しながら、来年度以降

の対策というのもまた検討していきたいという

ふうに思っています。

この方向は今後とも変わらないと思いますの

で、そういう政策・位置づけでしっかり取り組

んでまいりたいというふうに考えておりますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。

○星原委員 あともう１つが、県だけで幾ら動

いても限られていると思うんですよね。県内の26

市町村との取り組み方とかというのをどういう

ふうにしていくのか、あるいは経済団体、そう

いう人たちとどういうふうにしてかかわりなが

ら、アウト・インの取り扱い、やり方なんかも

そういうことを考えてやっていって、課題が見

つかれば、じゃあ、それについてどうしていく

のかということだと思うんですよね。だから、

県も、平成25年から３年間は、東アジア経済交

流戦略というのを打ち出してきて、今はグロー

バル戦略という、名称は変わっても、私は、中

身は同じことでいいと思うんですけれども、見

つかった課題をどういうふうに整理していくの

かというのが問題で、５年後の宮崎の海外との

あり方というのをどういうふうに持っていこう

としているのか、10年後に向けてはどういうふ

うにしていこう、分野ごとに分けて、そういう

ことが多分もうあると思うんですね。そうした

ときに、じゃあ、今度は、県内のことだけじゃ

なくて、他県との競争に勝つためにどうしてい

く。どっちかというと、東アジア地域や九州は、

ほかの東北とか北海道とかということに比べる

と、距離的なもので経費や移動するのに、我々

もそうですが、それぞれ向こうから来る人たち

もいろんな経費はかかりませんよね。安く上が

る。その利便のところをどう捉えて宣伝してい

くのかとか、この海外戦略の中ではいろんなや

り方があるような気がするんですよ。だから、

そういうことを常に情報収集しながら、いかに

前進させるかという取り組みをやっていらっ

しゃるとは思うんですけれども、そういうこと

が一番重要じゃないかなというふうに思ってい

ますが。

○日隈総合政策部長 済みません、１つ訂正を。

先ほど、「スカイネット」と申し上げましたが、

「ジェットスター」の誤りです。申しわけあり

ません。

星原委員から御意見を頂戴したこと、今後、

グローバル戦略を国際視点からやっていくとい

うことで、経済も含めて取り組んでいきます。

先ほど、田口委員からもありましたが、中国

の関係で先に申し上げますと、非常に大きな市

場ですので、中国は中国として対応していかな

くちゃいけないが、一方、リスクの問題もあり

ますので、特に取引の関係でいうと、そこを十

分考えながら対応していかなくちゃいけない。

航路の関係も含めて、まず、親日の国、台湾

あるいは韓国、そしてその先は安全であろう香

港、その先でいくと、シンガポールであったり、

インドネシアだったり、タイだったり、そういっ

た国、あるいはベトナムも入るのかもしれませ

ん。そこらあたりの外交の問題も見据えながら、

観光面あるいは経済面をやっていかなくちゃい

けないのだろうというふうに考えています。

特に台湾については、向こうからですと輸入、

こちらからすると輸出ですが、牛肉が解禁にな
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るということですので、これは大きなビジネス

チャンスということもあります。

いずれにしましても、相手国の市場も見据え

ながら、しっかり打つ手は打つということでやっ

ていかないと、なかなか厳しいのかな、せっか

く交流していながら、経済の交流に結びついて

いかないと何にもなりません。

具体的に、台湾については12月にまた経済団

体と、あるいは議会の先生方も含めて伺うとい

うことになっておりますけれども、そこまで待っ

ておくより、手前から手を打っていかなくちゃ

いけないなというふうに思っています。

どの国にどういう商品を売っていくのか、そ

して、どこの団体と交流していくのかというこ

とは非常に重要でありますので。

また、今週、都城で友好協定もございますけ

れども、人の交流というのも大変重要です。文

化交流、本県は３年後に国民文化祭も控えてお

りますので、そういった面も見据えながら、人

の交流をしながら、経済、そしてお互い行き来

し合うというような形で進めていかないとなか

なか、人の信頼というのもございますので、しっ

かりそこらあたりは情報交換をしながら、また、

御意見も賜りながら進めていきたいと思います。

よろしくお願いします。

○星原委員 最後にしますけれども、今、台湾

の話が出ました。確かに、今月から牛肉の輸出、

向こうから見れば輸入ということが解禁になる

ということになって、県内の３屠殺場も国のほ

うに申請していたのがオーケーになったという

話もあります。

ですから、ことしからまた焼酎なんかのアル

コールの度数も昔と違って緩和されたというこ

とで、宮崎県にとっては、焼酎も日本一、牛肉

も日本一というわけですから、この売り込みで

それぞれ全国、台湾に向けてはばーっと行くと

思うんですが、そこでいかに宮崎県の一番の物

を一番多く扱ってもらうための作戦というのが

一つと、あと、これから外国とつき合って、宮

崎牛もこの間出ましたが、部長には言っておっ

たんですが、商標登録というのがあると思うん

ですね。だから、「宮崎和牛」なのか、「宮崎牛」

なのか、あるいは「児湯牛」とか「西諸県牛」、

「都城牛」、中国なんかは多分いろんなそういう

商標の登録にたけている国なので、そういうも

のを見失わないようにしないと、いざとなった

ときに使えませんよというようなことも起こり

得る可能性もあるわけですよね。だから、そう

なってくると、今度は利用料を幾らよこせとか

という形になってくるわけで、商標登録なんか

の面は怠りなくされているだろうというふうに

は思いますけれども、そういうことについても、

宮崎の物の名前、地名とか、いろんなものがそ

ういうふうにされないように、そちらにもぜひ

気をつけていただければというふうに思います。

○宮原委員 コンテナ船についてちょっと聞か

せてほしいんですが、これは細島港と油津港と、

釜山から入っていますよね。この船というのは、

同じ航路の中で、油津に寄って細島に行くとい

うような感じなんでしょうか。直行で来て、そ

れでまた帰っていくようなイメージをすればい

いんですかね。

○明利港湾課長 油津港に寄港しまして、来月

から休止される南星海運の航路につきましては、

韓国からまず志布志に寄りまして、そして、油

津を経由して細島、それから、大分を経由して

また釜山のほうに戻るというような航路でござ

いまして、そのうちの油津港が抜港になったと

いう形になります。

○宮原委員 ということは、油津港でおろす荷、
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または積み込む荷というのが落ち込んでいると

いうことなんですかね。船会社にとっては、寄

ることでコストがかかり過ぎるということで考

えればいいんですかね。

○明利港湾課長 最近、油津港でのコンテナの

取扱貨物量が減っているということで、今回の

ような措置になったというふうに聞いておりま

す。

○宮原委員 あと、国際的に船会社の経営状況

が悪化しているということであれば、例えば、

決して国内はいいですよとはならないのかもし

れませんので、神戸航路というのも細島、油津

ということになりますけれども、そのあたりの

状況というのも、油津のほうはやっぱり取扱量

が減っている状況になっているんですかね。

○明利港湾課長 油津についても、神戸フィー

ダー航路についても、取扱量は減っております

が、この便がなくなると、コンテナの便が全く

なくなりますので、油津周辺の企業については、

ぜひこの航路は存続したいということで、官民

を挙げてこの存続に、また、ポートセールス活

動とかを図っていきたいというふうに考えてお

ります。

○宮原委員 言われるとおりだと思います。本

当になくなると、当然、それを利用されている

ところは、遠いところから運んでくるとなると

コスト高になるので、そのあたりは、荷が減っ

ている状況であれば、逆に利用しやすいという

か、利用をお願いするというような状況をつくっ

ていかないと、なくなってからでは遅いと思い

ますので、１回とめられると、なかなか厳しい

と思いますから、そのあたりは十分努力をして

いただきますようお願いをしておきたいと思い

ます。よろしくお願いします。

○新見委員 細かいことなんですが、何点かお

聞きしたいと思います。

まず、３ページの一番下、ヒアリ対策ですけ

れども、ヒアリについてはことしの６月、７月

でしたかね、初めて日本で見つかったんですか

ね。この９月に入っても、わずか半月の間で既

に２件ふえたということなんですが、ヒアリの

生態について教えてもらいたいんですが。要す

るに、アリですので、夏場は活発に活動するか

もしれませんが、冬場、今と同じようなトラッ

プを仕かけたり、目視をやったり、そういうこ

とを冬場も継続する必要があるのかどうかをま

ず教えてください。

○明利港湾課長 私どもは専門家じゃないので、

あんまりヒアリについての生態は詳しくないん

ですが、環境省からの指導によりますと、目視

点検というのは通年かけて行いますけれども、

今回のトラップ調査につきましては、※11月ぐら

いまでで１回休止して、また春先から行うとい

うふうに指導が上がっていますので、冬場の活

動はないんではないかというふうに考えていま

す。

○新見委員 わかりました。じゃあ、11月まで

しっかりお願いいたします。

それと、４ページの一番上の表ですけれども、

先ほど、27年から28年において減ったのは金属

鉱の関係だというお話でしたが、逆に、昔の話

ですけれども、平成７年から12年の間に約80万

トン一気にふえていますが、このときの要因は

何だったのか、また、それが今も継続して安定

して推移しているのかどうかを教えてください。

○明利港湾課長 平成７年というのは、細島港

がまだコンテナターミナルとかの整備がされる

以前でございまして、ガントリークレーンの１

号機ですけれども、平成12年度から供用開始を

※18ページに訂正発言あり
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しております。平成７年から平成12年の間に国

際コンテナターミナルが完成したということで、

取り扱いの効率がよくなったということとあわ

せて、細島港への企業の立地が進んできたとい

うことが原因かと思っております。

○新見委員 ハード的な整備が進んだおかげで

こういったふうにふえたというのは理解できま

した。

それと、27年から28年に、金属鉱の輸出国の

輸出が減ったために取り扱いが減ったという御

説明でしたが、29年度に入っての状況はどうな

んでしょうか。

○明利港湾課長 鉄鉱石の主な輸出国でありま

すインドネシアにつきましては、まだ輸出制限

・輸出禁止が続いておりますので、状況として

は同じ状況でございます。

○新見委員 わかりました。

じゃあ、最後に１点だけ、８ページですが、

ＭＩＣＥの誘致促進の今後の取り組みですけれ

ども、今現在、ＭＩＣＥのアンバサダーは大学

教授等５名いらっしゃるようですが、この５名

の方の今の活用の状況と、今後増員するという

ことですが、何名増員されて、どういった方々

がどういった分野でアンバサダーとしての活動

に取り組まれるのかを教えてください。

○岩本観光推進課長 アンバサダーの皆様につ

きましては、今、５名の方ですが、大学の教授

を中心に、学術系の方にお願いをしております。

いろんな学会等でＭＩＣＥの情報が入手できた

場合は、「宮崎でどうですか」というようなアピ

ールをしていただいたり、こちらに情報をいた

だいたりとか、こちらからまた出かけていって

アプローチをするといったような形で活動をお

願いしているところでございます。

そして、また新たに増員を考えておりますの

は、どうしてもやっぱり学術系が中心になって

おりますので、例えば、経済界とか企業等の情

報にお詳しいような方々をぜひアンバサダーと

してお願いしたいなと思っておりまして、当面、

何人ということは、目標まではまだ定めており

ませんが、少しでも多くの方にそういった形で

お願いをして、できるだけネットワークを広げ

ていきたいなと思っているところでございます。

○新見委員 わかりました。結構です。

○明利港湾課長 申しわけありません。先ほど、

トラップの調査を11月までと言いましたけれど

も、10月までで年内は終了というふうに聞いて

おります。訂正いたします。

○後藤委員 新見委員の関連で、ＭＩＣＥの確

立でちょっとお聞きしたいんですが、８ページ

なんですけれども、地域間の誘致競争、どちら

かというと、都市間の誘致競争ですよね。今回、

受け入れ体制強化ということで、ユニークベニュ

ー、歴史的建造物や公的空間等で、特別感や地

域特性を演出できる会場と、こういうふうに表

現されていますけれども、具体的にどういうの

をイメージされているんですか。

○岩本観光推進課長 実は、ユニークベニュー

につきましては、国のほうで全国の候補となる

ようなところを登録しておりまして、県内にお

きましては、今、県庁の前庭ですとか、あるい

はフローランテ宮崎、それから西都原の御陵墓

前広場というようなところが登録になっており

ます。

実際に、県庁の前庭につきましては、昨年の

３月に、日本寄生虫学会というのがございまし

て、これの懇親会がこちらで開催されました。

それから、フローランテにつきましては、平成25

年になりますけれども、日本消化器学会の情報

交換会というようなものがございましたし、最
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初に御説明いたしました来年の５月に開催され

ますＬＲＥＣという大きな国際会議が予定され

ておりますが、こちらにつきましては、宮崎神

宮の参道で、会議場から場所を変えて、歴史的

な雰囲気の中で特別感を味わっていただくよう

な演出を考えているところでございます。

○後藤委員 実際、費用対効果なんですよね。

観光振興、地域経済の活性化といっても、どう

しても一極集中的な面で今までずっと来ていま

すよね。ですから、今回の体育館整備、陸上競

技場もそうですけれども、スポーツランドみや

ざきの全県的な展開という考え方に立つことが

非常に大事じゃないかなと私は思うんですよ。

ＭＩＣＥというのは、非常にお金をかけながら

も、宮崎県の場合、場所が限られますから。今

回、新たな取り組みで全県的に開催されるなら、

県民としての費用対効果はオーケーなんですが、

今までずっと見ていますと、非常に集中してい

る。じゃあ、その中で地域経済や観光振興にど

れだけ貢献しているのか、これは、スポーツラ

ンドみやざきの展開の考え方と非常に類似して

いると私は思うんですよ。そこら辺についても

ちょっと御意見をいただければ。

○岩本観光推進課長 当然、ＭＩＣＥの会議場

につきましては、大規模会議や国際会議となり

ますと場所が限定されるということで、どうし

ても宮崎市に集中してしまうというところがご

ざいますが、ＭＩＣＥにつきましては、アフタ

ーＭＩＣＥとか、エクスカーションとか、前もっ

ていろんなそういったものも付随しているとい

うことで、非常に消費効果も高いというところ

がございますので、アフターＭＩＣＥの部分で

宮崎市からさらに県北・県西に足を伸ばしてい

ただくようなそういうＰＲとか、プレゼンテー

ションもやっていきながら、できるだけお金が

県下全体に、ＭＩＣＥの効果が波及するような

取り組みをやっていっているところでございま

す。

○後藤委員 そこで、新見委員のＭＩＣＥアン

バサダーにつながっていくんですけれども、や

たら大学教授とかコンサルタントとか、依頼す

る部分が非常に多い。優秀な職員がまさにいらっ

しゃいますよね。例えば、オプションツアー、

アフターでもそうですけれども、あれだけのゴ

ルフ場とか持っているわけですから、食の宮崎

とか、そういうもので観光振興につなげるよう

なものがないかなと思うんですよ。大学教授、

そして学会等というのを一つイメージされてい

ると思うんですけれども、限られた今までのよ

りも、もっと特異性というか、それこそ宮崎な

らではの一つのＭＩＣＥ戦略というのを今後

探ってほしいなと思います。

○岩本観光推進課長 おっしゃるとおりでござ

いまして、やっぱり全県下に波及効果があるよ

うに、いろんな情報の提供だったり、こちらか

らの提案とか、そういったこともやっていきた

いと思っているところでございます。そのよう

に取り組んでまいりたいと思います。

○明利港湾課長 先ほど、田口委員のほうから

御質問のありました平成28年のクルーズ船の国

別の入港数についてでございますけれども、全

体で21隻のうち、中国からの船が油津で12隻、

細島で４隻ございます。そのほか、油津で台湾

からが４隻、欧米からが１隻となっております。

あとは国内船の９隻と合わせまして、全体で30

隻の入港になっております。

○中野委員長 それはもうそれでいいですか。

○田口委員 いいです。

○中野委員長 ほかに質疑等はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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○中野委員長 それでは、ないようですので、

これで終わりたいと思います。

執行部の皆さん方、大変御苦労さまでした。

御退席されても結構です。

暫時休憩いたします。

午前11時20分休憩

午前11時23分再開

○中野委員長 委員会を再開いたします。

まず、協議事項（１）の海外調査についてで

あります。

資料１をごらんください。

前回までの委員会で申し上げましたとおり、

海外調査につきましては、委員長会議での了承

等を経て、来る10月18日から21日までの日程で

予定しております。

前回までの委員会に引き続き、調査先につい

て正副委員長に御一任いただきましたので、ご

らんのような日程（案）を作成いたしました。

１日目は、ベトナム・ホーチミンへの移動日

となります。

２日目は、まず、ジェトロ・ホーチミン事務

所を訪問し、日本などからの企業進出や輸出入

の状況などについてお話をお伺いしたいと思い

ます。

続いて、南部投資促進センター及び南部ジャ

パンデスクを訪問し、日本との経済交流や貿易、

ベトナム国外からの進出企業の受け入れなどに

ついてお話をお伺いしたいと思います。

続いて、国立建設第二短期大学を訪問いたし

ます。本県企業のアース建設コンサルタント株

式会社がこの短期大学と提携して、日本建設技

術コースを開設し、ベトナムでの建設技術者養

成に取り組まれておりますので、そのことにつ

いてお話をお伺いしたいと思います。

この日の最後は、ホーチミン高島屋を訪問し、

日本からの輸入品等の価格状況や現地消費者の

購買状況などについてお話をお伺いするととも

に、市場調査も行います。

３日目は、ホーチミン市から台湾に移動した

後、台湾日本関係協会を訪問し、台湾との経済

交流、貿易の状況などについてお話をお伺いし

たいと思います。

４日目は、まず、チャイナエアライン本社を

訪問し、本県との定期航路路線に関する事項に

ついてお話をお伺いしたいと考えておりますが、

先方の都合によっては予定が変わる可能性があ

ります。

その後、宮崎へ移動となります。

日程（案）の説明は以上となります。

調査先との調整も終えているところです。ま

た、予算や現地行程等の都合もございますので、

航空券や宿泊手続、現地交通手段等については、

既に手配を済ませております。今後、大きな調

整は難しいと考えますので、できればこの案で

御了承をいただきたいと思いますが、よろしい

でしょうか。

暫時休憩いたします。

午前11時25分休憩

午前11時42分再開

○中野委員長 それでは、再開いたします。

ただいまの御意見を参考にして、海外調査の

実施につきましては、ここの状態では正副委員

長に御一任いただきたいと思いますが、よろし

いですか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○中野委員長 それでは、そのような形で進め

ていきます。

午前11時43分休憩
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午前11時43分再開

○中野委員長 再開です。

次に、協議事項（２）の次回委員会について

であります。

次回は、11月７日の開催を予定しております。

次回委員会での執行部への説明資料要求等につ

いて、何か御意見・要望等はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○中野委員長 特にないようですので、次回の

委員会の内容につきましては、正副委員長に御

一任をいただきたいと思いますが、御異議ござ

いませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○中野委員長 それでは、そのような形で準備

をさせていただきます。

最後に、協議事項（３）のその他で、委員の

皆様から何かございませんか。ないですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○中野委員長 それでは、以上で本日の委員会

を閉会いたします。

午前11時43分閉会


